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はじめに 
 
 この報告書は、平成２７年１２月３１日現在を調査基準日として本町の基幹産業である

織物業の実態を把握し、生産活動に関する基礎資料を得ることを目的に実施し、その結果を

まとめたものです。 
 この報告書が本町の織物振興を図る上での資料にとどまらず、関係機関においても業務

上の参考資料として、広く活用していただければ幸いに存じます。 
 なお、この調査を実施するに当たってご協力いただいた皆様に対し、心からお礼申し上げ

ますとともに、関係機関とも連携を密にして、織物業の振興に努めてまいる所存でございま

す。 
 関係機関の皆様の一層のご協力とご指導をお願い申し上げます。 
 
 
  平成２８年 ８月 
 
 

与 謝 野 町 
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利用上の注意 
 
 
■調査目的 
 本調査は、本町における織物業の実態を明らかにし、織物業の振興を図る上での基礎資料

を得ることを目的に実施したものです。 
 
 
 
■調査基準日 
 平成２７年１２月３１日 
 
 
 
■調査対象事業所 
 自工場内において、自己所有織機又は借機によって織物を製織している全ての事業所を

対象とします。（現在休止中であっても、将来再開する意志がある場合も対象とします） 
 
 
 
■調査方法 
 与謝野町織物実態統計調査員の訪問による調査（調査員２４名） 
 
 
 
■秘密の保持 
 この調査の基礎となる調査票は秘密を保持するため、いかなる場合でも多目的への使用

及び閲覧を許可しません。 
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用語の説明 
 
■後染織物 
 生糸等を主原料として、製織後さらに精練、染色を行わなければ完成品とみなされない織

物。 
 
 
■先染織物 
 精練前の原糸に精練、染色を行い、その後製織する織物。 
 
 
■手張 
 商社等から原糸を買い取り、自工場で原糸加工（撚糸等）、や製織を行ったり、出機を有

し、糸を支給して製織させて製品を問屋に販売する経営形態をいう。 
 
 
■賃機 
 手張等（親機）から加工（撚糸･整経）した糸の支給を受け、自工場で主として家族従事

者により製織し、製品は手張や歩機に納入して織工賃を得る形態をいう。 
 
 
■従業者 
 家族従業者、雇用労働者の総数 
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調査結果の概要 
 
１．操業年 

操業年について、調査対象５４８事業所（休業、廃業含む）の内回答があったのは５４

３事業所で、最も多かったのが昭和で５０４事業所（９２．８％）、続いて明治以前が１

４事業所（２．６％）、平成も１４事業所（２．６％）、大正が１１事業所（２．０％）と

なっている。 
 
２. 経営実態 

廃業を除き回答のあった４１１事業所の経営実態を見ると、操業中が４００事業所（９

７．３％）、休業中が１１事業所（２．７％）、となっている。 
地域別に見ると、加悦地域では操業中が１１６事業所、休業中が５事業所、岩滝地域で

は操業中が９０事業所、休業中が３事業所、野田川地域では操業中が１９４事業所、休業

中が３事業所となっている。 
平成２３年度に実施した前回調査と比較すると、総事業所数では５５１事業所から１

４０事業所（２５．４％）の減少、操業中の事業所数では５３９事業所から１３９事業所

（２５．８％）の減少となっている。また、平成１７年度（合併前）と比較すると、総事

業所数では８８４事業所から４７３事業所（５３．５％）の減少、操業中の事業所では８

４１事業所から４４１事業所（５２．４％）の減少となっており、１０年間で５割以上の

事業所が廃業となっている。 
  
 
３．経営組織 

回答のあった操業中、休業中の事業所は３９７事業所で、経営組織別では、個人が３６

４事業所（９１．７％）、法人が３３事業所（８．３％）となっており、個人の占める割

合が圧倒的に高い。 
地域別に見ると加悦地域が個人が１００事業所（８７．７％）、株式会社が１４事業所

（１２．３％）、岩滝地域では個人が７７事業所（８６．５％）、株式会社が１２事業所（１

３．５％）、野田川地域では個人が１８７事業所（９６．４％）株式会社が７事業所（３．

６％）となっている。 
 
４．生産形態 

回答のあった３９９事業所を後染･先染め別に見ると、後染が１１３事業所（２８．

３％）、先染が２５６事業所（６４．２％）、両方が３０事業所（７．５％）となっている。 
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地域別に見ると、加悦地域では後染が３１事業所、先染が７６事業所、両方が８事業所、

岩滝地域では後染が５８事業所、先染が２６事業所、両方が６事業所、野田川地域では後

染が２４事業所、先染が１５４事業所、両方が１６事業所となっている。   
 
５．経営形態 

経営形態別では、回答のあった３９７事業所のうち、手張が５１事業所（１２．９％）、

賃機が３３４事業所（８４．１％）、両方が１２事業所（３．０％）となっており、賃機

形態が圧倒的に多い。                                                                                                                             

地域別に見ると、加悦地域では手張が１２事業所、賃機が９７事業所、両方が５事業所、

岩滝地域では手張が２４事業所、賃機が６３事業所、両方が３事業所、野田川地域では手

張が１５事業所、賃機が１７４事業所、両方が４事業所となっている。 
   
６．専業･兼業の別 

回答のあった３８８事業所を専業･兼業別に見ると、専業が３１８事業所（８２．０％）、

兼業が７０事業所（１８．０％）と、圧倒的に専業が多い結果となっている。また、兼業

の内訳では農業、給与所得、サービス業、建設業、林業の順となっている。 
 
７．従業者数 

従業者総数は８３６人で、家族・雇用別に見ると、家族従業者が６７５人（８０．７％）、

雇用従業者が１６１人（１９．３％）となっており、家族従業者の割合が圧倒的に多い。 
年齢別構成比では１０歳代が１．２％、２０歳代が０．８％、３０歳代が２．４％、４

０歳代が６．２％、５０歳代が１１．０％、６０歳代が３６．０％、７０歳代が３４．５％、

８０歳代が７．９％なっている。６０歳代以上が全体の７８．３％（６５５名）を占め前

回調査時の７５．７％を上回っていることから、高齢化が一層進んでいるといえる。男女

構成比では、男性従業者が４１３人（４９．４％）、女性従業者が４２３人（５０．６％）

となっており、女性従業者の占める割合がやや多い。 
前回調査と比較すると１０５９人から２２３人の減少（２１．１％）、さらに平成１７

年度調査と比較すると、１７１４人から８７８人（５１．２％）の減少となっており、１

０年間で５割以上が減少している。 
 
８．従業者の状況 

回答事業所３８７事業所のうち、変化なしが３１９事業所（８２．４％）、減少が５９

事業所（１５．３％）である一方、増加した事業所はわずか９事業所（２．３％）となっ

ている。 
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９．後継者の有無 
回答事業所３９９事業所のうち、いるが３０事業所（７．５％）、いないが３６９事業

所（９２．５％）であり、今後さらに事業所数の減少が予想される。 
 
１０．経営規模見通し 

今後の経営規模見通しでは、回答事業所３９６事業所のうち、拡大はわずか７事業所

（１．８％）であるのに対し、縮小が８０事業所（２０．２％）、転業と転職で２事業所

（０．５％）、現状維持が２０５事業所（５１．７％）、廃業が１０２事業所（２５．８％） 

となっており、約５割が現状維持となっている。 
 
１１．生産・仕事状況 

回答事業所３９４事業所のうち、前年と比較して横ばいが２４９事業所（６３．２％）、

減少が１２７事業所（３２．２％）となっており、増加はわずか１８事業所（４．６％）

となっている。 
 
１２．取引先数 

後染、先染ともに、京都市内との取引が最も多く、あわせて４６６件（４８．０％）と

全体の半数近くを占めている。次いで町内が２４７件（２５．４％）、他都道府県が１５

７件（１６．２％）、その他府内が６３件（６．５％）の順となっており、海外は３８件

（３．９％）となっている。 
 
１３．支払給与額 

雇用従業者への支払給与額の合計は３６，９４９万円となっている。（前回調査なし） 
 
１４．設備投資の予定 

回答事業所３８５事業所のうち、あるが３０事業所（７．８％）、検討中が２４事業所

（６．２％）、であるのに対し、ないが３３１事業所（８６．０％）となっており、設備

投資を考える事業所は極めて少ない結果となっている。 
 
１５．織機稼働状況 

平成２７年中の稼働状況について、回答事業所が３７９事業所のうち順調に稼動が２

５０事業所（６６．０％）、半分程度の稼動が７９事業所（２０．８％）、極めて低かった

のが５０事業所（１３．２％）となっている。７割近くが順調に稼動しているが、３割以

上は半分以下の稼働率となっている。 
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１６．出荷額･加工賃 
  出荷額、加工賃収入額は次のようになっている。（前回調査なし） 
 

出 荷 額 ･ 加 工 賃 製造品出荷額（万円） 加工賃収入額（万円） 

後染織物 

絹 織 物 １５６，００８ １８，７３１ 
ポリエステル織物 ２８，８３３ １，５６７ 
レ ー ヨ ン 織 物 ７，１９３ １，７７４ 
その他合成繊維織物 １，３０６ ４３６ 
ウ ー ル 織 物   
そ の 他 １，１００ １，６６１ 

計 １９４，４４０ ２４，１６９ 

先染織物 

絹 織 物 ４８，９８８ ３５，８７６ 
ポリエステル織物 １９，９００ １，１６５ 
レ ー ヨ ン 織 物 ３，６２７ １，０９０ 
その他合成繊維織物 ３，８００ ４，４０６ 
ウ ー ル 織 物 ３００ ６９５ 
そ の 他 ２，８３８ ６，９２５ 

計 ７９，４５３ ５０，１５７ 
総 合 計 ２７３，８９３ ７４，３２６ 
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１７．種類別織機台数 
 

種類別織機台数 
小 幅 織 機 

（６８．６ｃｍ未満） 
並幅・広幅織機 

（６８．６ｃｍ以上） 
稼 動（台） 休 機（台） 稼 動（台） 休 機（台） 

後 
 
染 
 
織 
 
物 

絹 
織 
物 

無  地 １０６ ５９ ４５ １８ 
紋  ３４９ ６２ １５ １２ 
小  物 １０７ １５     ５     １ 
そ の 他 １４     ６ ２７ １４ 
小 計 ５７６ １４２ ９２ ４５ 

そ 
の

他 

無  地     ７     ５ ５６ １３ 
紋  １２     ４     ０     ０ 
小  物 １７     ３    ２０     ３ 
そ の 他     ５     ０ ３１ ２４ 
小 計 ４１ １２ １０７ ４０ 

後染織物計 ６１７ １５４ １９９ ８５ 

先 
 
染 
 
織 
 
物 

絹 
織 
物 

御召・着丈類 ４５ ２４ １７     ０ 
帯  類 ３９０ ４６ ２８     ９ 
そ の 他 ６５     ７ ７８ ２０ 
小 計 ５００ ７７ １２３ ２９ 

そ 
の

他 

御召・着尺類     ８     ０ １０     １ 
帯  類 ３０     ５ ３５     ０ 
そ の 他 ５７ １３ ７８ ２１ 
小 計 ９５ １８ １２３ ２２ 

先染織物計 ５９５ ９５ ２４６ ５１ 
後染・先染合計 １，２１２ ２４９ ４４５ １３６ 

 
  織機台数合計 
     稼動中１，６５７台＋休機３８５台＝２，０４２台 
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１８．織物業の振興に必要と思われる施策･支援等 
  

支 援 等 の 内 容 希望事業所数 割  合 
（１）国内外販路開拓への支援   ４５事業所 ８．８％ 
（２）国内販路開拓への支援  ６７事業所 １３．１％ 
（３）国外販路開拓への支援  １２事業所 ２．３％ 
（４）融資や利子補給制度等の充実  ６５事業所 １２．７％ 
（５）後継者･人材育成への支援   １００事業所 １９．６％ 
（６）設備導入や織機修理等への支援  １５７事業所 ３０．７％ 
（７）新素材･新商品開発への支援  ５５事業所 １０．８％ 
（８）その他   １０事業所 ２．０％ 

 
 
１９．意見・要望等 

・廃業織機、部品の確保 
・工場および生活の維持が大変 
・商品開発のプロセスに対する支援 
・騒音対策への支援（機屋の孤立化） 
・縦糸の織機の転換機 
・正当な賃金体制 
・織機の部品確保、廃棄織機のストック 
・工賃の引き上げ 
・機料品の不足 
・今を生きると考えると仕事が一年中あるということ 
・織物業だけで生活ができるようにしてください 
・西陣は最低工賃の支払いを守ってほしい 
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調査結果データ集 

 

１．  操業開始年別 

 

２．  経営実態別 

 

３．  経営組織別 

 

４．  生産形態別 

 

５．  経営形態別 

 

６．  専業・兼業の別 

 

７．  従業者数別 

 

８．  従業者の状況別 

 

９．  後継者の有無別 

 

１０． 経営規模見通し別 

 

１１． 生産・仕事状況別 

 

１２． 取引先数別 

 

１３． 設備投資の予定 

 

１４． 織機稼働状況別 

 

１５． 種類別織機台数別 

 

 

※ 端数処理のため表内計等が一致しないものがあります。 



明治以
前

大正 昭和 平成 未回答 合計
明治以
前

大正 昭和 平成 未回答

与謝野町 14 11 504 14 5 548 2.6% 2.0% 92.0% 2.6% 0.9%

岩滝 7 1 108 1 1 118 1.3% 0.2% 19.7% 0.2% 0.18%

野田川 4 6 239 8 2 259 0.7% 1.1% 43.6% 1.5% 0.36%

加悦 3 4 157 5 2 171 0.5% 0.7% 28.6% 0.9% 0.36%

１．創業年別

地域別
構成比操業年別

【操業年別】

大正

明治以前未回答平成

昭和



操業中 休業中 廃業 合計 操業中 休業中 廃業

与謝野町 400 11 137 548 73.0% 2.0% 25.0%

岩滝 90 3 25 118 16.4% 0.55% 4.6%

野田川 194 3 62 259 35.4% 0.55% 11.3%

加悦 116 5 50 171 21.2% 0.9% 9.1%

H２８年度 H２３年度 H２０年度

与謝野町 400 551 680

岩滝 93 118 144

野田川 197 261 324

加悦 121 172 212

地域別
経営実態 構成比

操業中・休業中の事業所数

２．経営実態別

【経営実態別】

廃業

操業中
休業中

0 100 200 300 400 500 600 700 800

H２８年度

H２３年度

H２０年度

【事業所数の変遷（休業含む）】

岩滝

岩滝

岩滝

野田川

野田川

野田川

加悦

加悦

加悦



株式 個人 未回答 合計 株式 個人 未回答

与謝野町 33 364 14 411 8.0% 88.6% 3.4%

岩滝 12 77 4 93 2.9% 18.7% 1.0%

野田川 7 187 3 197 1.7% 45.5% 0.7%

加悦 14 100 7 121 3.4% 24.3% 1.7%

構成比
地域別

３．経営組織別

経営組織

【経営組織別】
株式未回答

個人



後染 先染 両方 未回答 合計 後染 先染 両方 未回答

与謝野町 113 256 30 12 411 27.5% 62.3% 7.3% 2.9%

岩滝 58 26 6 3 93 14.1% 6.3% 1.5% 0.7%

野田川 24 154 16 3 197 5.8% 37.5% 3.9% 0.7%

加悦 31 76 8 6 121 7.5% 18.5% 1.9% 1.5%

４．生産形態

地域別
構成比経営実態

【生産形態】

先染

後染

両方

未回答



手張 賃機 両方 未回答 合計 手張 賃機 両方 未回答

与謝野町 51 334 12 14 411 12.4% 81.3% 2.9% 3.4%

岩滝 24 63 3 3 93 5.8% 15.3% 0.7% 0.7%

野田川 15 174 4 4 197 3.6% 42.3% 1.0% 1.0%

加悦 12 97 5 7 121 2.9% 23.6% 1.2% 1.7%

地域別
構成比

5．経営形態

事業所実態別

【経営形態】

賃機

手張
両方

未回答



専業 兼業 未回答 農業
林業・
漁業

建設・
鉱業

卸小
売業

サービ
ス

給与
所得

その他
未回
答

与謝野町 318 70 23 70 40 1 1 0 5 17 3 3

岩滝 81 7 5 7 2 0 1 0 2 2 0 0

野田川 151 37 9 37 17 1 0 0 3 12 2 2

加悦 86 26 9 26 21 0 0 0 0 3 1 1

与謝野町

岩滝

野田川

加悦 1

合計

70

7

37

26

45

地域別
専業・兼業の別

18

機織が従たる所得

19

3

9

7

兼業者の機織の所得の主従

未回答

6

1

4

3

24

兼業

6.専業・兼業の別

地域別
機織が主たる所得

【専業・兼業の別】

専業

兼業

未回答

【兼業者の機織の所得の主従】

機織が主たる所
機織が従たる所

得

未回答



男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

与謝野町 836 413 423 4 6 3 4 11 9 27 25 39 53 145 156 151 137 33 33

岩滝 232 110 122 1 2 0 0 2 3 10 10 15 17 29 41 39 36 14 13

野田川 374 192 182 3 3 3 4 6 5 5 11 14 17 75 67 73 64 13 11

加悦 230 111 119 0 1 0 0 3 1 12 4 10 19 41 48 39 37 6 9

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

与謝野町 675 344 331 4 5 1 1 6 1 20 13 26 28 114 123 140 129 33 31

岩滝 173 83 90 1 1 0 0 1 1 7 7 11 12 15 25 34 32 14 12

野田川 321 171 150 3 3 1 1 3 0 5 5 9 10 67 58 70 62 13 11

加悦 181 90 91 0 1 0 0 2 0 8 1 6 6 32 40 36 35 6 8

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

与謝野町 161 69 92 0 1 2 3 5 8 7 12 13 25 31 33 11 8 0 2

岩滝 59 27 32 0 1 0 0 1 2 3 3 4 5 14 16 5 4 0 1

野田川 53 21 32 0 0 2 3 3 5 0 6 5 7 8 9 3 2 0 0

加悦 49 21 28 0 0 0 0 1 1 4 3 4 13 9 8 3 2 0 1

家族従業者 675
雇用従業者 161

雇用従業者

H２８年度 H２３年度 H２０年度
675
161

907 1015
152 247

家族従業者

80歳代

総従業者数の内家族従業者数

70歳代 80歳代10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
地域別 総合計

60歳代 70歳代30歳代 40歳代 50歳代
地域別 総合計

7.従業者数

地域別 総合計
総従業者数の内雇用従業者数

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

総従業者数

10歳代 20歳代



4 6 3 4 11 9
27 25
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33 33
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【年代別従業者数】

【家族従業者・雇用従業者別】

家族従業者

６７５人

雇用従業者

１６１人
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907

1015

161

152

247
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H２８年度

H２３年度
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【従業者数の変遷】

家族従業者 雇用従業者



減少 増加 変化なし 未回答 合計 減少 増加 変化なし 未回答

与謝野町 59 9 319 24 411 14.4% 2.2% 77.6% 5.8%

岩滝 15 1 74 3 93 3.6% 0.2% 18.0% 0.7%

野田川 32 7 147 11 197 7.8% 1.7% 35.8% 2.7%

加悦 12 1 98 10 121 2.9% 0.2% 23.8% 2.4%

構成比
地域別

従業者数の状況

8.従業者数の状況

【従業者数の状況】

変化なし

319事業所

減少

59事業所

増加

9事業所

未回答

24事業所



いる いない 未回答 合計 いる いない 未回答

与謝野町 30 369 12 411 7.3% 89.8% 2.9%

岩滝 8 83 2 93 1.9% 20.2% 0.5%

野田川 13 181 3 197 3.2% 44.0% 0.7%

加悦 9 105 7 121 2.2% 25.5% 1.7%

地域別 拡大 現状維持 縮小 事業所数 転業 廃業 未回答

与謝野町 7 205 80 411 1 102 15

岩滝 1 51 23 93 0 16 2

野田川 4 85 41 197 1 60 5

加悦 2 69 16 121 0 26 8

10.経営規模見通し

9.後継者

構成比後継者
地域別

【後継者】

いない

いる

未回答

【経営規模見通し】

現状維持

廃業

未回答 拡大

転業

縮小



増加 横ばい 減った 未回答 合計 増加 横ばい 減った 未回答

与謝野町 18 249 127 17 411 4.38% 60.6% 30.9% 4.1%

岩滝 3 56 32 2 93 0.73% 13.6% 7.8% 0.5%

野田川 10 113 67 7 197 2.43% 27.5% 16.3% 1.7%

加悦 5 80 28 8 121 1.22% 19.5% 6.8% 1.9%

地域別
構成比生産状況別

11.生産状況

【生産状況】

横ばい

減った

未回答 増えた



織物種別 町内 市内 その他府内他都道府県 海外 合計

後染 110 204 36 69 20 439

先染 137 262 27 88 18 532

合計 247 466 63 157 38 971

12.取引先別
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【取引先】
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先染

先染

後染

後染

後染 後染後染



ある ない 検討中 未回答 合計 ある ない 検討中 未回答

与謝野町 30 331 24 26 411 7.3% 80.5% 5.8% 6.3%

岩滝 8 72 8 5 93 1.9% 17.5% 1.9% 1.2%

野田川 13 165 8 11 197 3.2% 40.1% 1.9% 2.7%

加悦 9 94 8 10 121 2.2% 22.9% 1.9% 2.4%

13.設備投資

地域別
設備投資 構成比

【設備投資】
ある

ない

検討中

未回答



順調に
稼動

半分程
度の稼
動

稼働率
が極め
て低い

未回答 合計
順調に
稼動

半分程
度の稼
動

稼働率
が極め
て低い

未回答

与謝野町 250 79 50 32 411 60.8% 19.2% 12.2% 7.8%

岩滝 61 13 13 6 93 14.8% 3.2% 3.2% 1.5%

野田川 113 46 23 15 197 27.5% 11.2% 5.6% 3.6%

加悦 76 20 14 11 121 18.5% 4.9% 3.4% 2.7%

地域別

構成比織機稼働状況

14．織機稼動状況

【織機稼働状況】

順調に稼動

半分程度の稼動

稼働率が極めて低い

未回答



稼動 休機 稼動 休機

無地 106 59 45 18

紋 349 62 15 12

小物 107 15 5 1

その他 14 6 27 14

576 142 92 45

無地 7 5 56 13

紋 12 4 0 0

小物 17 3 20 3

その他 5 0 31 24

41 12 107 40

617 154 199 85

御召・着丈類 45 24 17 0

帯類 390 46 28 9

その他 65 7 78 20

500 77 123 29

御召・着丈類 8 0 10 1

帯類 30 5 35 0

その他 57 13 78 21

95 18 123 22

595 95 246 51

1,212 249 445 136

H２０年度
2,011

H２８年度 H２３年度
稼動織機台数総数 1,657 1,749

15．種類別織機台数

並幅・広幅織機小幅織機
種類別織機台数

絹織物

先染織物合計

絹織物

その他

合計

小計

小計

小計

小計

後
染
織
物

先
染
織
物

その他

後染織物合計



【後染織機台数別】

小幅織機 休機台数

並幅・広幅織機

稼動台数

並幅・広幅織機

休機台数

小幅織機 稼動台

数

【先染織機台数別】 並幅・広幅織機

稼動台数

小幅織機

稼動台数

小幅織機 休機台数

並幅・広幅織機

稼動台数

0 500 1000 1500 2000 2500

【稼動織機台数の変遷】

H20年

H28年
度

H23年
度


